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報道関係者 各位 

大分県認知症施策プロデュース委員会「第 3回 SOS ネットワーク・見守りワーキング部会」において 

認知症高齢者保護情報共有サービス『どこシル伝言板®(特許出願中)』の取組を発表 

株式会社みらい町内会(本社：東京都千代田区、代表取締役：加藤勝哉)は、このたび、2015年 7月より、リリースし

ております『どこシル伝言板®(特許出願中)』の取組につきまして、大分県認知症施策プロデュース委員会にて発表する

ことになりましたのでお知らせいたします。 

１．『どこシル伝言板®(特許出願中)』 

認知症高齢者の徘徊に対する課題は大きく、弊社は「身元が分からず帰れない」という課題に着目し、新たなサービ

スとして『どこシル伝言板®（特許出願中）』を企画・開発いたしました。様々な場面で使用され一般化しつつあるQRコー

ド（登録商標）を印刷したラベルシールを高齢者の衣服や杖などに貼付しておき、発見された場合に介護者などとの連

絡の手段として活用するサービスです。最近はQRコード（登録商標）を印刷したラベルなどを認知症高齢者見守り対策

として活用するサービスは増加しておりますが、個人情報の取り扱いに関して限定的な運用となっております。 

これらの問題を解決し、行方不明認知症高齢者”０（ゼロ）”への取り組みを実現させるべく弊社『どこシル伝言板

®(特許出願中)』は、認知症高齢者・その家族等の介護者・その高齢者を発見した方等の個人情報を一切開示するこ

となく運用し、迅速かつ負担なく認知症高齢者を自宅などへ引き渡すことのできる画期的なサービスです。 

現在、SOS ネットワークの事務局である自治体への販売を行っております。 

２．大分県認知症施策プロデュース委員会 

  大分県において、認知症高齢者等にやさしい地域づくりを推進するため、関係機関・団体等の方々のご意見を頂き

ながら、認知症施策の着実な実施に向けて環境を整えていく標記委員会です。 

部 会 名 第 3 回 SOS ネットワーク・見守りワーキング部会 

開催日時 平成 28 年 11 月 10 日（木） 14:00 ～ 16:00 

場 所 大分銀行宗麟館 5 階 会議室 

〒870-0823 大分県大分市東大道 1 丁目 9 番 1 号 

内 容 SOS ネットワークが有効に機能するために（システム編） 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

株式会社みらい町内会 サービス事業本部 地域ネットワーク推進室 植田元気 

〒100-6610 東京都千代田区丸の内 1-9-2 グラントウキョウサウスタワー10F 

TEL．03-6838-2834 FAX．03-6838-2903 E-Mail．　　　　　　　　　　　　　　　　　

mailto:mirai-town@so.tohoyk.co.jp

